
( 2026年度・歯科衛生士専門学校 )

統合科目Ⅰ 病理学・口腔病理学

[講義]　第３学年　後期　必修　4単位

《担当者名》○歯学部講師／佐藤　惇　　歯学部講師／吉田　光希　歯学部助教／森川　哲郎

【概　要】

　病理学、口腔病理学について再度十分理解させることを目的とし、歯科衛生士国家試験出題基準に添い、講義を行う。

【学修目標】

☆主な演習問題を容易に解くことができる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1

3

◎〈病理学総論〉

１．循環障害

２．代謝障害

３．増殖性病変

４．炎症

５．腫瘍

６．その他

●総論の基本的事項について再度概念を講義する。 佐藤　惇

吉田　光希

森川　哲郎

4

6

◎〈口腔病理学〉

１．歯の異常、損傷、着色

２．う蝕

３．歯髄病変

４．根尖性病変

５．辺縁部歯周組織の病変

６．抜歯創の治癒

７．歯原性腫瘍･非歯原性腫瘍

８．その他

●う蝕、辺縁性歯周疾患を中心に歯および口腔の病理

について講義する。

佐藤　惇

吉田　光希

森川　哲郎

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【評価方法】

◇卒業試験 100％

【教科書】

最新歯科衛生士教本　疾病の成り立ち及び回復過程の促進１　病理学・口腔病理学　仙波伊知郎　他著　医歯薬出版

【学修の準備】

前年度までの教科書および講義資料、プリントを整理し内容について復習しておく。（各60分）


